
Ⅰ　前年度の各種調査から見られる学校の状況
① 各学年の標準学力検査の経年変化（全国平均を100とする標準スコア）

② 学校の状況

Ⅱ　今年度の学力向上に係る重点取組
① 学校全体での取組

② 各学年の指導の重点

＜国語＞
・音読や話し合い活動を通して、読んでわかったことを言葉にする機会を設
　け、読む力と表現する力を高める。
・「読むこと」「書くこと」の学習を通して、既習の漢字を活用しながら、
　語句の理解を深める。
・読解力を高めるドリルやプリントなどに取り組む。
＜算数＞
・量の概念（長さや重さ、時間等）や図形の構成など、日常の生活と結びつ
　け、数量や事柄の関係に気づく力を育てる。
・宿題や朝学習の時間に基礎基本的な反復練習を行っていく。また、活用力
　や文章問題の解決力を高める為に、多様な文章問題に取り組む。

＜国語＞
・指定された複数の語句を使用して文章を要約する学習に取り組む。
・説明文の文章の構成に着目し、「はじめ」「中」「終わり」に分けたり、段
　落の役割について理解を深めたりする学習に取り組む。
・文章構成や叙述を根拠に内容を的確に捉え、自分の考えを形成し表現する力を
　高める。
＜算数＞
・数の構成や数量の関係を図や数直線、式を用いて整理し、意味を確かめながら
　活用する学習に取り組む。
・平均や単位量当たりの大きさなどで、活用問題に取り組む時間を設ける。
・説明の例をもとに、自分の言葉で式や言葉を使って説明する時間を取る。

＜国語＞
・絵から見つけたことや体験・想像したことを表現することで語彙を増や
　す。
・平仮名、片仮名の確実な習得と順序や文のつながりを大切にしながら読ん
　だり、書いたりできるようにする。
＜算数＞
・絵や写真と具体物と1対1に正しく対応させ、数の概念を構築する。
・タブレット端末や具体物を使って、数の構造や10進法の仕組を理解できる
　ようにする。

＜国語＞
・読解力を高めるために読み取りの学習の際は、段落相互の関係や文章構成に着
　目し、内容を的確に読み取ることができるようにする。
・「読むこと」「書くこと」の学習を通して、語句や漢字の意味に着目し、語彙
　を広げるとともに、適切に用いる力を養う。
＜算数＞
・四則計算の既習事項を基に、見通しをもって考え、計算の仕方や結果の妥当性
　を説明する力を養う。
・筋道を立てて説明する（算数用語や判断の根拠等）言語活動を意識し思考力
　を高める。

学力向上プラン

学習集団づくり

令和８年度

※釧路市では、３～６年生を対象に標準学力検査を実施していますが、本校では、
独自に●年生においても実施しています。
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授業づくり 学習習慣・環境づくり

釧路市立阿寒小学校

【生活行動・学習活動調査から】

　夜寝る時刻を決めて規則正しい生活を心がけ、睡眠不足にならないようにしている児童が多くみられる。また、学校のきまりを守る意識や、日
常的に挨拶をする態度、さらに困っている人を進んで手助けしようとする姿勢についても全校平均を上回っており、基本的な生活習慣や社会性が
全体として水準にあることがうかがえる。
　国語において、わからないことを先生に質問しようとする姿勢や、伝えたいことを明確にして文章を書こうとする意識、さらに説明文を読んで
筆者の言いたいことを考えようとする態度について、学習の状況にかかわらず多くの児童が高い意識をもって取り組んでいる様子がうかがえる。
　算数では、「返却された答案を見直したり、文章問題を式や図に置き換えて考えたりする」学習習慣が定着しており、これらの項目はいずれも
全国平均を大きく上回っている。一方で「問題を解くときは、以前に解いた方法が使えるかどうか考えている」児童の割合は、全道平均を上回っ
ているものの解法の関連付けにやや課題がある。
【学校評価アンケート結果から】
　〇学校評価のアンケート結果から、家庭学習に取り組んでいる時間
　【１・２年】①３０分以内（５０％）②３０分から１時間（５０％）③１～２時間（０％）
　【３・４年】①３０分以内（３１％）②３０分から１時間（６３％）③１～２時間（６％）
　【５・６年】①３０分以内（１３％）②３０分から１時間（７４％）③１～２時間（９％）　２時間以上（４％）
　〇学校評価のアンケート結果から、ゲームをしたり、動画を見たりする時間を決めている。
　【１・２年】①1時間以内（３１％）②１～２時間（４４％）③２～３時間（２５％）
　【３・４年】①1時間以内（１３％）②１～２時間（２５％）③２～３時間（２５％）④３時間以上（３７％）
　【５・６年】①1時間以内（９％）　②１～２時間（５７％）③２～３時間（３０％）④３時間以上（４％）

・児童の実態を踏まえた課題解決型の授業を通し
　て、「わかった！できた！楽しい！という実感が
　生まれる授業づくりを行う。

・校内研修において、目指す子どもの姿を全教職員
　で共有し、授業力向上につながる研修課題を設定
　することで、研鑽に励む校内体制を整える。

・学年に応じたICTの効果的な活用による授業展開が
　できるよう、校内研修を充実させ、職員全体の知
　識・技能の向上を図る。

・釧路市の「授業スタンダード」をベースに学習規
　律の徹底した集団づくりを行い、定期的にその状
　況を確認する。

・全ての教科等を通じて、話し合う場面を適切に位
　置付け、対話活動を取り入れた主体的に学べる集
　団づくりを行い、励ましあい、認め合う関係を築
　く。

・得意なことやよさが発揮できる機会をつくり、一
　人ひとりが役割と存在感をもてる集団作りに努め
　る。

・学校図書館を充実させ（新刊図書コーナー等）
　授業の中で本を積極的に活用できるよう環境を
　整える。

・全校での取組の朝学習では、「チャレンジテス
　ト」「読解力ドリル」「朝読書」「算数ドリ
　ル」等に取り組み、基礎的・基本的事項の定着
　を図る。

・朝学習の時間を活用して、既習事項の補充を問
　題に取り組み、学習内容の定着を図るとともに
　個に応じた指導の充実を図る。

３年生の重点

４年生の重点

５年生の重点

１年生の重点

２年生の重点

６年生の重点

＜国語＞
・基礎基本となる漢字の読み書き、音読、正確に内容を読み取る力の向上
　を図る。
・主語、述語、事柄の順序を考えて「話すこと」「書くこと」ができるよう
　にする。
＜算数＞
・基礎基本の定着の他、文章問題や発展的な問題を解決する学習に重点を
　置く。
・具体物、式、言葉を用いて考えを表現したり、友達の考えと比べたりする
　活動を通して、問題解決の過程を大切にする。

＜国語＞
・段落の関係や叙述の工夫に着目して、説明文や物語の内容を捉えることができ
　るようにする。
・話し合いの学習では、相手や目的を意識して言葉を選び、筋道を立てて伝え合
　うことができるようにする。
＜算数＞
・整数、小数、分数の意味や関係を理解し、四則計算を適切に活用しながら、式
　や図、表を用いて考えを整理・表現できるようにする。
・垂直・平行と四角形の学習の復習を宿題や朝学習などで取り組む。
・割合の学習の際に復習をしながら授業を進めていく。
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